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(54)【発明の名称】 電界発光表示素子

(57)【要約】
【課題】  基板と封止部材の間に異物が混入しても透明
電極と背面電極が短絡する虞がない電界発光表示素子を
提供する。
【解決手段】  電界発光表示素子は、基板１０に積層体
１１を形成し、この積層体１１を覆う凹部１２ｂを有す
る封止部材１２を基板１０に接着したものである。積層
体１１は、透明電極１３，絶縁層１４，有機層１５及び
背面電極１６を有する。絶縁層１４は、封止部材１２の
凹部１２ｂよりも広範囲に形成されており、封止部材１
２の接着面１２ａと正面視で少なくとも一部重なる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  基板と、前記基板に積層された透明電極
と発光層と背面電極とを少なくとも有する積層体と、前
記基板に接着される接着面を有する封止部材と、を有す
る電界発光表示素子であって、前記積層体は、前記背面
電極を前記透明電極と絶縁する絶縁層を有し、この絶縁
層は、前記接着面と正面視で少なくとも一部重なること
を特徴とする電界発光表示素子。
【請求項２】  請求項１に記載の電界発光表示素子にお
いて、前記背面電極は、前記接着面と正面視で少なくと
も一部重なることを特徴とする電界発光表示素子。
【請求項３】  基板と、前記基板に積層された透明電極
と発光層と背面電極とを少なくとも有する積層体と、前
記積層体を覆う凹部を有し前記基板に接着される封止部
材と、を有する電界発光表示素子であって、前記積層体
は、前記背面電極を前記透明電極と絶縁する絶縁層を有
し、この絶縁層は、前記凹部よりも広範囲に形成されて
いることを特徴とする電界発光表示素子。
【請求項４】  請求項３に記載の電界発光表示素子にお
いて、前記背面電極は、前記凹部よりも広範囲に、且つ
前記絶縁層よりも狭い範囲に形成されていることを特徴
とする電界発光表示素子。
【請求項５】  請求項１乃至請求項４の何れかに記載の
電界発光表示素子において、前記基板と前記封止部材の
間に充填された吸湿剤を有することを特徴とする電界発
光表示素子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、電界発光表示素子
（ＥＬ）に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来より、図５に示す有機電界発光表示
素子（以下、有機ＥＬと記す）がある。有機ＥＬはガラ
ス基板１に積層体２を形成したものであり、この積層体
２は透明電極３，有機層４，背面電極５を有する。有機
層４は正孔注入層，正孔輸送層，発光層及び電子輸送層
からなるものである。積層体２は封止ガラス６に覆われ
ており、この封止ガラス６の接着面６ａはガラス基板１
に接着剤７により接着されている。透明電極３と背面電
極５の間には、短絡を防ぐため、発光セグメント８を除
いて、絶縁層９が形成されている。ガラス基板２と封止
ガラス７の間には吸湿剤Ａが充填されており、有機層４
が水分に触れて劣化することを防止している。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、極めて
稀ではあるが、吸湿剤Ａの中に異物Ｂが混入しているこ
とがあり、この異物Ｂによって透明電極３と背面電極５
が導通してしまい短絡する虞があった。透明電極３と背
面電極５が短絡してしまうと、透明電極３と背面電極５
に電圧を印加しても、発光層が発光しないため、その電
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界発光表示素子は不良品となる。そのため、若干ではあ
るが、歩留りが低下するという問題を有していた。本発
明は、この問題に鑑みなされたものであり、ガラス基板
と封止ガラスの間に異物が混入しても透明電極と背面電
極が短絡する虞がない電界発光表示素子を提供するもの
である。
【０００４】
【課題を解決するための手段】本発明は、前記課題を解
決するため、基板と、前記基板に積層された透明電極と
発光層と背面電極とを少なくとも有する積層体と、前記
基板に接着される接着面を有する封止部材と、を有する
電界発光表示素子であって、前記積層体は、前記背面電
極を前記透明電極と絶縁する絶縁層を有し、この絶縁層
は、前記接着面と正面視で少なくとも一部重なるもので
ある。
【０００５】また、本発明は、前記背面電極は、前記接
着面と正面視で少なくとも一部重なるものである。
【０００６】また、本発明は、基板と、前記基板に積層
された透明電極と発光層と背面電極とを少なくとも有す
る積層体と、前記積層体を覆う凹部を有し前記基板に接
着される封止部材と、を有する電界発光表示素子であっ
て、前記積層体は、前記背面電極を前記透明電極と絶縁
する絶縁層を有し、この絶縁層は、前記凹部よりも広範
囲に形成されているものである。
【０００７】また、本発明は、前記背面電極は、前記凹
部よりも広範囲に、且つ前記絶縁層よりも狭い範囲に形
成されているものである。
【０００８】また、本発明は、前記基板と前記封止部材
の間に充填された吸湿剤を有するものである。
【０００９】
【発明の実施の形態】電界発光表示素子は、基板１０に
積層体１１を形成し、この積層体１１を覆う凹部１２ｂ
を有する封止部材１２を基板１０に接着したものであ
る。積層体１１は、透明電極１３，絶縁層１４，有機層
１５，背面電極１６を有する。有機層１５は、少なくと
も発光層があれば良いが、正孔注入層，正孔輸送層及び
電子輸送層を設けても良い。絶縁層１４は、封止部材１
２の凹部１２ｂよりも広範囲に形成されており、封止部
材１２の接着面１２ａと正面視で少なくとも一部重な
る。
【００１０】
【実施例】以下、添付の図面に基いて、本発明の一実施
例を説明する。有機ＥＬは、ガラス基板１０（基板），
積層体１１，封止ガラス１２（封止部材）を有してい
る。積層体１１は、ＩＴＯ（Indium Tin Oxide）からな
る透明電極１３，絶縁層１４，有機層１５，アルミニウ
ム等の金属からなる背面電極１６からなるものであり、
ガラス基板１０の後面に積層形成されている。有機層１
５は少なくとも発光層を有するものであるが、有機層１
５に正孔注入層，正孔輸送層及び電子輸送層を設けても
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良い。
【００１１】図４に示すように、透明電極１３は、リー
ド部１７と、リード部１７の一端と連なる表示セグメン
ト部１８と、リード部１７の他端と連なる陽極端子部１
９と、陰極端子部２０とを有している。表示セグメント
部１８は日字形に配設されており、この表示セグメント
部１８に各々リード部１７が連設されている。リード部
１７はガラス基板１０の一辺側に引き回されており、透
明電極端子部１９が連設されている。透明電極端子部１
９及び背面電極端子部２０はガラス基板１０の一辺側に
列状に配置されている。
【００１２】透明電極１３のリード部１７及び表示セグ
メント部１８は、絶縁層１４により背面電極１６と絶縁
されている。絶縁層１４は、透明電極１３の表示セグメ
ント部１８の周縁部と若干重なるように形成されてお
り、発光セグメント２１に対応する箇所及び各端子部１
９，２０の近傍を除いて、ガラス基板１０の略全範囲に
設けられている。絶縁層１４には矩形の切欠き部１４ａ
が設けられており、この切欠き部１４ａで背面電極端子
部２０に連設されたリード部２２が背面電極１６と導通
される。
【００１３】２３は紫外線硬化型の接着剤であり、この
接着剤２３によりガラス基板１０の後面と封止ガラス１
２の接着面１２ａとが接着される。封止ガラス１２には
積層体１１を覆う凹部１２ｂが形成されており、この凹
部１２ｂを除く封止ガラス１２の前面が接着面１２ａと
なっている。Ｂは吸湿剤であり、この封止剤Ｂは封止ガ
ラス１２の注入口（図示しない）から注入され、凹部１
２ｂに充填されている。絶縁層１４は、凹部１２ｂより
も広い範囲に形成されており、正面視で接着面１２ａと
幅Ｗだけ重なっている。また、背面電極１６も、凹部１
２ｂよりも広い範囲に形成されている。背面電極１６
は、透明電極１３のリード部１７が背面電極１６に短絡
しないように、絶縁層１４の外延よりも若干狭くなって
いる。
【００１４】絶縁層１４はガラス基板１０の後面の略全
範囲に形成されており、仮に、ガラス基板１０と封止ガ
ラス１２の間に異物が混入したとしても、透明電極１３
と背面電極１６が短絡する虞がない。従って、透明電極
１３と背面電極１６の短絡が原因で不良品となることが
なく、歩留りの向上が期待できる。背面電極１６は、少
なくとも発光セグメント２１に対応する箇所に形成され*
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*ていれば良いが、ガラス基板１０，透明電極１３，絶縁
層１４及び有機層１５が略透明であるのに対し、背面電
極１６はアルミニウム等の金属からなるものであり、鏡
面となって見えるため、背面電極１６をガラス基板１０
の一部ではなく、略全範囲に形成し、電界発光表示素子
の前面が略一様な外観にすることが望ましい。
【００１５】
【発明の効果】本発明は、基板と、前記基板に積層され
た透明電極と発光層と背面電極とを少なくとも有する積
層体と、前記基板に接着される接着面を有する封止部材
と、を有する電界発光表示素子であって、前記積層体
は、前記背面電極を前記透明電極と絶縁する絶縁層を有
し、この絶縁層は、前記接着面と正面視で少なくとも一
部重なるものであり、基板と封止部材の間に異物が混入
しても透明電極と背面電極が短絡する虞がない。
【００１６】また、本発明は、基板と、前記基板に積層
された透明電極と発光層と背面電極とを少なくとも有す
る積層体と、前記積層体を覆う凹部を有し前記基板に接
着される封止部材と、を有する電界発光表示素子であっ
て、前記積層体は、前記背面電極を前記透明電極と絶縁
する絶縁層を有し、この絶縁層は、前記凹部よりも広範
囲に形成されているものであり、基板と封止部材の間に
異物が混入しても透明電極と背面電極が短絡する虞がな
い。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の実施例を示す要部断面図。
【図２】  同上実施例を示す断面図。
【図３】  同上実施例を示す正面図。
【図４】  同上実施例を示す分解斜視図。
【図５】  従来例を示す断面図。
【符号の説明】
９    有機ＥＬ（電界発光表示素子）
１０    ガラス基板（基板）
１１    積層体
１２    封止ガラス（封止部材）
１２ａ  接着面
１３    透明電極
１４    絶縁層
１５    有機層
１６    背面電極
２３    接着剤
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摘要(译)

提供一种电致发光显示元件，其中即使异物进入基板和密封构件之间也
没有在透明电极和背面电极之间发生短路的风险。 电致发光显示元件是
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